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人口面積( 59. 12. 1現 在)
世 帯　218. 588
人 口　628, 768
男　318, 438
女　310, 330

面 積　53. 25k ㎡
人口密度　11, 808人/ k㎡

初 春 伸 び ゆ く

足立

区
民
の
皆
さ
ん

、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
あ

げ
ま
す
。

私
は
、
ぼ
政
を
お
預
り
ず
る
こ
と
に
な
っ

て
以
来
今
日
ま
で
、
皆
さ

ん
の
幸
せ
を
願
い
、
い
ろ

い
ろ
な
施
策
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
明
る
く
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
め

ざ
し
、
生
活
環
境
の
整
備

に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
着
々
と
進

展
を
遂
げ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
お
陰
で
あ
り
、
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
区
は
、
若
さ
に
満
ち
て
い
ま
す
。

私
は
、
こ
れ
ま
で
の
器

覃

礎
に
し
て

、

昭
和
六
十
年
を
新
生
足
立
区
の
幕
明
け
の

年
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

。

足
立
区
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
誇
れ

、

愛
着
の
も
て
る
六
十
三
万
都
市
を
、
議
会

と
あ
い
携
え
て
築
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
の
区
政
へ
の
積
極
的
な

ご
参
加
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
ご
健

勝
を
心
か
ら
お
祈
り
甲
し
あ
げ
、
年
頭
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

足 立 区 長

古 性　 直

足
立
区
民
憲
章

一
、
わ
た
く
し
た
ち
足
立
区
民
は

、

健
康
に
心
が
け
元
気
に
働
き
楽
し
い
家
庭
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
足
立
区
民
は

、

教
養
を
高
め
世
界
を
む
す
ぶ
文
化
の
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
よ
う
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
足
立
区
民
は

、

お
も
い
や
り
と
感
謝
の
心
で
明
る
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
足
立
区
民
は

、

自
然
を
愛
し
資
源
を
大
切
に
し
て
清
潔
な
美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
よ
う

。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
足
立
区
民
は

、

き
ま
り
を
守
り
力
を
合
わ
せ
て
自
立
す
る
平
和
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

。

輝
か
し
い
昭
和
六
十
年
の
新
春
を
迎
え

足
立
区
議
会
を
代
表
し
て
、
区
民
の
皆
さ

ま
に
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し

あ
げ
ま
す
。

昨
年
は
引
続
く
景
気
の
低
迷
で
皆
さ
ま

に
は
大
変
ご
苦
労
が
多
か

っ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
譱
実

に
区
政
の
伸
展
を
兒
ま
し

た
こ
と
は
ご
同
慶
の
至
り

に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

新
し
い
年
を
迎
え
、
区
議
会
と
い
た
し

ま
し
て
は
議
決
機
関
の
機
能
を
充
分
に
発

揮
し
て

、
国
な
・
り
び
に
都
に
対
し
要
望
す

べ
き
点
は
強
く
働
き
か
け
る
と
と
も
に

、

執
行
機
関
と
相
協
調
し
て
最
大
限
の
行
政

効
果
を
挙
げ
て
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え

る
よ
う
努
め
て
忝
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

ど
只
禾
年
も
、よ
り
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
と

と
も
に
、
昭
和
六
十
年
が
区
民
の
皆
さ
ま

に
幸
せ
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
か

ら
ご
祈
念
申
し
あ
げ
て
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

足立区議会議長

鈴 木　 進
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昭
和50年

～

昭 和
59年

ふ
る
さ
と
あ

だ
ち

1
0年
の
あ

ゆ
み

私 た ちの 住 ん で い る 足 立 区 は。 昭 和50 年 の 墻

方 自 治 法改 正 を 優 にI 立 す る ま ち 「 足 立 」 を め

ざ 廴 て 、 大 き く 亶 樫 を と げ て き まt た。

この10年澗を、ふりかえうてみると、ひとつひ

とつ の で き こ'と が 昨 日 の こ との よ う に 原 い 咄 さ

れ ま す。 区 民 の 皆 さ ん と 一 纏 に多 ん だ 岡 和50 年

代 の 区 取の で き ご と は 、 こ れか ら の 足 立 区a 礙

と な る もの と 思 いj す。

貰 しい 年 、 昭 和 弱 年 を む か え て 。 昭 和50 年 代

のi な で きこ' と を 写 真 や 年 憫で 区 民 の 皆 さ ん|二

縮介 し ま す 。

その年の
流行語など

区民大運動会　第一回の区民大運動会が荒川河川
敷で開かれ、元気な歓声があがる。( 昭. 50. 10)

紅茶キノコブーム
チカレタビー 魚

類
生
息
調
査
実
施
　
河
川
に
水
質
浄
化
の
き
ざ
し
が
見
え
る
。

中
川
、花
畑
川
に
多
種
の
魚
類
の
生
息
を
確
認
。(
昭
・
5
1
・
5
)

モントリオール五輪
記憶にございません

縁 の 保 護 育 成 条 例 施 行　 人 に う る お い を も た ら す 緑 を 守 る た め 、

足立区緑の保護育成条例が施行、「緑の協力員」が誕生。( 昭. 52. 4)

下 水 道 事 業 促 進 連 盟 設 立　 足 立 ・ 葛
飾 ・ 江 戸 川 の 三 区 が 下 水 道 の 早 期 実 現

をめざし下水道事業促進連盟を設立。( 昭. 52. 9)

翔んでる・ルーツ
人間の証明

千住新橋上り綿開通　千住新橋上り線が開通、交通渋滞
の 悩 み も ち ょ っ ぴ り 解 消。 ( 昭. 53. 5)

千代田線北綾瀬駅　千代田線綾瀬―北綾瀬間が
開通、区民の足がまた一つ増える( 昭. 54. 12)

カ
ラ
オ
ケ
・
嫌
煙
権

成
田
空
港
開
港足立の花火復活　足立の花火大会が20年ぶ

りに復活し、夏の荒川土手で光と音の

ファンタジーを楽しめるようになった。

( 昭. 54. 8)

地方の時代・省エネ
ジョギング流行

防
災
行
政
用
焦
線
開
始
　

災
害
か
ら

区
民

を
守
り

、
正

し
い
情
報
を
提
供
す
る

、
防

災
行
政
用
無
線
が
ス
タ
ー
ト
(
昭
・
5
5
・
3
)

クリスタル族

昭和生まれ8割をこす

ホタル( 元渕江公園) 　元渕江

公 園 ホ タ ル 養 殖 場で ホ タル が

羽化、幻想的なホタルの光に
子供達は大喜び( 昭. 56. 5)

パソコンブーム
神戸ポートヒア

区民憲章　区制五十周年を記念し、
住 み よ い 足 立 区 を 目 ざ す た め の 区

民憲章が制定される( 昭. 57. 10)

区の歌　区制五十周年記念、足
立 区 歌 が 、 団 伊 玖磨 氏 の 作曲 に

よ り 制 定 。 ( 昭. 57. 10)

綾
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
　
歩
行
者
優
先
の

綾
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
が
完
成
、人
間
の

た
め
の
道
路
が
復
活
。(
昭
・
5
7
・
3
)

区
民
ま
つ
り
　
区
制
誕
生
五
十
周
年
を
記
念

し
、区
民
ま
つ
り
が
二
日
間
に
わ
た
り
、に

ぎ
や
か
に
行
わ
れ
た
。　
(
昭
・
5
7
・
1
0
)

東北・上越新幹線開業
ルンルン・ 心身症

レーガン桜　昭和56年　日・米の観善と友好のシンボ
ル「レーガン桜」がアメりカから贈られ、その植樹
式が行われた。 ( 昭. 57・11)

自転車条例施行　放置自転車を追放し、より安全な通行を確保す
るため、通称「自転車条例」が施行される。( 昭. 58. 4)

塩原林間学園オープン　日光・山中湖につづ
き 塩 原 に 林 間 学 園 が オ ーブ ン 、 課 外

の 範 囲 が 広 が る 。 ( 昭. 58. 7)
おしんブーム

いいとも!

「はばたく」　区民憲章記念像「はばたく」

が元渕江公園に完成。台座には、未来
へのメッセージ=タイムカプセルが

埋め込まれた。( 昭. 59. 4)

花
畑
記
念
庭
園
　
滝
の
流
れ
、

木
々
の
緑
、日
本
情
緒
豊
か
な
公
園
、花
畑
記
念
公

園
が
誕
生
。

(
昭

・
5
9
・
8
)

姉妹都市提携　足立区初の毎外姉妹
都市提携調印( 西オーストラリア州
ベルモンド市) 。両都市の親善と友好

の 輪 を 広 げ る 。 ( 昭, 59. 10)

見沼代親水公園　見沼代用水が、区民ふれあいの
場としての見沼代親水公園として生まれかわる。

( 昭. 59 ・5)

ロスアンゼルス五輪

す・ご・い・で・すネッ

日本銀行券新札発行

都市農業公園
東京の米どころだった

昔の足立をしのぶことが
できる都市農業公園がオー
プ ン 。 ( 昭. 59. 11)

駅も新しく
北千住駅( 旧)

北千住駅( 新)

西新井駅(旧)
西 新 井駅 (新)

足
立
区

10
年
の
あ
ゆ
み

昭
和
5
0年
3
月
・
区
で
朷
の
X
民
保
甕
所
「
湯
川
原
あ
だ
ち

荘
」
オ
ー
プ
ン
。

4
月
・
区
民
公
涸
刪
叺
が
。
『
十
三
年
ぶ
り
に
膺
活
。

都
か
ら
区
へ
保
傾
所
等
が
移
管
。

1
0月
・
忱
氏
の
印
鑑
鵞
″
制
度
が
大
幅
に
変
わ
る
。

申
請
は
「
印
鑑
0
録
証
」
で
。

・
朷
の
区
民
大
運
m
'

千
住
新
橋
グ
ラ
ン

ド
で
開
催
。

1
2月
・
自
転
車
の
利
用
者
が
急
増
。
駅
周
辺
に
放

置
自
転
重
の
洪
水
出
現
。

昭
和
5
1
年
5
月
・
刈
川
に
水
賢
冷
化
の
喪
き
し
兒
え
る
。
中

川
、
花
畑
川
に
魚
類
生
息
を
磴
認
。

7
月
・
区
民
と
区
政
の
パ
イ
プ
役
を
廻
な
う
「
区

長
移
助
i

唔

」
が
始
ま
る
。

昭
和
5
2
年
3
月
・
K
内
最
後
の
西
新
并
公
益
賢
凧
廃
止
。

4
月
・
緑
の
傑
護
宵
成
条
例
揶
口
。

9
月
・
足
立
・
葛
飾
・
汪
戸
川
三
区
下
水
道
弔
業

促
t
連
盟
を
般
立
。

昭
和
5
3
年
4
月
・
ほ
ほ
凹
戸
籍
窓
口
(
本
庁
き
、
第
二
斤
舎
)

に
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
が
導
入
さ
れ
る
。

・
高
齢
者
事
集
団
が
発
足
。

5
月
・
千
住
新
橋
(
上
り
線
橋
梁
)
が
開
通
。

6
月
・
「
伊
一
皀
高
原
あ
だ
ち
荘
」
が
オ
ー
プ
ン
。

1
0月
・
竹
の
塚
温
水
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
(
足
立
肩

柚
匚
川
か
I
づ
の
余
黙
利
用
)
。

U
月
・
郷
士
芸
能
保
斤
会
が
発
足

。

昭
和
5
4年
4
月
・
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
ブ
ン

。

5
月
・
「中
日
友
好
の
船
」訪
口
団
の
う
ち
、こ

十
名
が
ぼ
内
の
民
家
や
企
業
を
視
桑
。

8
月
・
「
足
立
の
花
火
大
き

か
二
十
年
ぷ
り
に

躪
气

三
十
万
人
か
集
ま
る
。

1
2
月
・
千
代
出
嵋
綾
瀬
取
～
北
綾
瀬
取
閻
(
こ
・

四
キ
ロ
)
か
闘
通
。

昭
和
5
5
年
2
月
・
「教
育
百
年
の
歩
み
」が
発
刊
。

3
月
・
防
返
口
政
用
無
線
の
整
備
進
む
(
二
十
三

区
二
番
目
と
し
て

、五
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
)

9
月
・
足
立
区
基
本
計
画
か
決
ま
る

。

・
故
艮
谷
川
K
長
の
後
忿
つ
け
て
占
性
直
区

長
が
誕
乍
。

昭
和
5
6年
2
月
・
「
レ
ー
ガ
ン
桜
」
と
世
帰
り
桜
三
千
本
が

米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
巾
か
ら
璽
帰
り
。

4
月
・
丙
釘
井
区
民
ホ
ー
ル
か
オ
ー
ブ
ン
。

・
¥
皿
産
の
ホ
タ
ル
ガ
初
め
て
羽
化
。
発
光
。

一
菠
死

公
園
で
一
股
公
開
が
始
ま
る
。

イ
と

放
送
畍
ま
る
。

9
月
・
眤
Ⅲ
に
魚
影
か
戻
る
。
刈
川
の
水
質
り
化

か
進
む
。

1
0
月
・
台
風
2
4
号
で
。
浸
水
家
屋
多
数
が
で
る
。

・
企
日
木
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
巾
学
校
の
郎

て
、
K
守
第
十
四
中
か
金
貫
を
受
賞
。

・
綾
瀬
川
浄
化
で
、
壅
境
庁
長
官
、
建
般
大
E
'

S
知
事
、
堵
K
県
知
ぶ
が
足
立
区
を

視
曜
。

昭
和
5
7
年
3
月
・
介
国
で
初
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
道
路
」
か

綾
噸
に
完
成
。

・
K
内
に
初
め
て
、
阿
部
高
遠
退
路
が
入
る

(
川
島～
干
僅
新
橋
ま
で
闘
通
)
。

4
月
・
海
外
技
術
者
餅
修
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
。

1
0月
・
K
利
m
翻

年
記
念
の
各
種
事
業

、
哺
し
も

の
か
し
わ
れ
る

。

葭
民
ま
う
り
、区
民
搴
挈
の
制
定
、K

の
歌
兒
表
、K
の
シ
ノ
ボ
ル
、名
膏
尺
尺

の
選
定

、
新
潟
叫
小
出
町
、
長
野
県
山
ノ

内
町
と
友
好
鄒
巾
提
携
調
印
な
ど
)
。

1
1
月
・
「レ
F
ガ
ノ
桜
」の
植
樹
式
行
わ
れ
る
。

昭
和
5
8年
2
月
・
包
人
保
健
法
び
両
气

3
月
・
F
n
新
橋
か
開
曲
7

り
楾
凧
Q
の
一
部

冗
成
)
。

7
月
・
塩
原
林
川
学
剛
か
オ
ー
プ
ン
。

1
0月
・
円
月
施
行
の
自
転
嗔
策
例
適
用
第
一
吁
、

綾
瀬
駅
周
辺
か
ら
散
瞳
口
。転
巾
追
放
。
有

糾
駐
恟
貼
か
オ
ー
プ
ン
。

・
国
鉄
北
千
佳
タ
ー
ミ
ー
ル
ビ
ル
か
本
略
着
工
。

昭
和
5
9
年
1
月
・
十
五
年
振
り
の
人
儒
に
兄
舞
わ
れ
る
。

2
月
・
崚
瀬

丿
口
心
吻
皿
。町
開
発
の
ぷ
組
合
設

寸
。

3
月
・
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
埋
設
。

4
月
・
巾
川
処
狸
蝪
か
一
部
稼
動
を
関
町

ド
水

逎
の
汽
及
昊

き
く
剛
進
。

・
K
尺
蹣
覃
碵

。・礫
「
は
ぱ
ら
I
、‘
の
畭
羃
。

5
月
・
水
と
緑
を
喫
a

、
兒
沼
代
親
水
公
園
が
オ

ー
プ
ノ
。

7
月
・
鹿
沼
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ダ
ノ
セ
ン
タ
ー

か
オ
ー
ブ
ベ

8
月
・
花
糾
記
念
庭
園
が
オ
ー
プ
ン
。

9
月
・
竹
の
塚
駅
周
辺
の
殿
苣
自
転
小
を
追
放
、

n
n
駐
喰
暘
が
オ
ー
ブ
ン
。

1
0
月
・
内
オ
ー
ス
ト
シ
リ
ア
州
ベ
ル
モ
ン
ド
巾
と

姉
妹
祁
巾
提
携
調
印
。

・
爾
後
と
な
っ
た
第
卜
回
K
民
人
運
動
会
の

川
催
。

1
1
月
・
K
尺
の
心
と
緑
の
ふ
る
さ
と
卜
都
巾
農
業

公
刈
が
オ
ー
プ
ン
。

・
心
磐
新
線
と
池
卜
跌
舎
人
新
線
誘
致
を
関

係
四
K
で
運
輸
人
臣
へ
陳
情
。
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寒
い
冬
こ
そ
運
動
し
よ
う

区
民
ス
ポ
ー
ツ

大

学

K
内
ス
ポ
ー
ツ
指
4
占
お
よ
び

ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
関
心
の
あ
る
万

に
、多
吁
化
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
矧

せ

'一
枝
術
夲
一
昨
心
し
て
も
・
り
う
こ

と

ダ

囗

的

に

町

い
L

す

。

期
日

・

講

習
内

容
・

講

師

石

ド

λ

の

と

お

り

※
謡
義
・
実
技
二
科
目
は
、
必
修

で

す

。

場
所
　
K
役
所
」
階
会
議
室
(
二

月
じ
日
の
白
、
中
火
本
町
休
育

館
対
象
　
卜
八
歳
以
卜
の
区
内
仕
住
・

在
勤
の
方

費
用
　
無
料
(
教
材
費
丈
苣

定
員
　
百
名
(
巾
し
込
み
多
数
の

暘
(
‥
は
抽
些

申
込
方
法
　
面
接
t
か
は
、
祠
心

(
ガ
牛
に
住
所
、
氏
叭
、
生
年

月
口
、
性
別
、
心
ぶ
吊
‥
リ
、
職
y

、
勤
務
先
所
び
咄
、
ス
ボ
ー

ツ
の
競
技
歴
・
m
4

が
と
そ
い

師
囗
を
記
人
の
こ
と

申
込
期
限
　
一
リ
二
卜
六
日
(
肖

囗
消
印
行
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
休
台
謡
区
民

ス
ポ
ー
ツ
大
学
担
肖
一
(
〒
黽
r

住
一
-
四
1
一
八
)

※ 時間は、いずれも午後6時30分から。

初
心
者
の

硬
式
テ
ニ
ス教

室

□
中
央
本
町
体
育
館

日
時
　
一
月
二
卜
八
日
、―
月
四

日
・
卜
八
日
・
二
十
ハ
囗
、三

月
六
日
・
卜
一
日
・
卜
八
日
・

こ
卜
五
日
(
全
八
回
)
、午
後

六
時
一
三
卜
分
～
八
時
三
十
分

場

所
　

中

火

有

町

体

肖

館

対

象
　
K

内

在

住

の

勤

労

占

、
お

よ

び

区

内

仕

勤

占

費

用
　
L
(

葭

円

定
員
　
二
卜
元
y
‥
(
申
し
込
力
多
数

の

煬
へ
‥
は
抽

送
)

申
込
方
法
　
哇
復
(
ガ
キ
に
、什

所
、氏
名
、年
齢
、ぶ
話
衢
号
、

勤

務

咒

、
教

室

名

今

心
べ

の

う

え

申

し

込

ん

で

く

だ
さ

い

申
込
期
限
　
一
月
八
日
(
肖
日
泊

印

行

効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
巾
火
有
町
体

肖
館
(
〒
旧
中
央
木
町
三
一

ハ

ト
　
　

八

心

ド

臨

卜

ご

□

総

合

ス

ポ

ー
ツ

セ

ン

タ

ー

日
時
　
二
月
二
卜
二
囗
～
三
月
I

ト
二
囗
白
吋
丿
心
瀲
曜
囗
λ
」バ

川
)
午
後
六
時
三
卜
に
け
～
八
時
三

卜

分

場
所
　
総
(
‥ス
ポ
ー
ツ
七
レ
タ
ー

対
象
　
区
内
在
住
の
勤
方
去
、
お

よ
び
区
内
在
勤
者

内
容
　
隍
人
テ
ニ
ス
山
圦
礎
技
術

費
用
　
卜
円

定
員
　
四
卜
X
(

申
し
込
み
多
数

の
囮
(
‥は
抽
選
)

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
　
二
冂
卜

八
川
　
午
後
L
時
か
ら
総
(
‥イ

ホ
ー
ツ
七
レ
タ
ー

申
込
方
法
　
U

愎
(
ガ
ト
に
、
仕

所
、
氏
名
、
年
齢
、
心
詁
吊
号
、

教
室
叭
夲一
よ
人
の
う
・
X申
し
込

ん
て
ミ
だ
一

い

几

人
一
油
)

申
込
期
限
　
一
月
卜
囗
(
j
囗
消

印
介
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
総
(
‥
べ
ホ
ー

ツ
七
ン
ツ
ー
(
〒
閇
小
保
木
間
二

-
二
じ
I
一
　
　
八
八
几
1

べ
二
て
匸

足立の新春風景( 西新井大師)

あだちの
正 月

'
冫
は
な
人
て
ち
イ
し
ス
タ
し

卜
吟
代
、
幾
百
9
ち
続
い
た
お

庄
月
の
し
1
だ
0
ち
、
こ
の
哨

で
は
あ
ま
り
兒
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
足
俚
の
正
月
を
ふ
り

返
い
て
み
L
し
ょ
う
。

元
囗
は
、
囗
の
出
ぬ
う
七
に

付
の
陌
守
へ
仞
ぶ
、
矜
占
は
健

脚
に
k
か
廿
リ
叭
な
寺
社
に
参
拝
。

襾
友
で
は
囗
の
出
を
旨
‥

て
四
刀
拝
。
辺
m
か
ら
帰
宅
し

屋
敷
呻
に
椥
叫
・
灯
川
・
供
物

夲
・
さ
さ
げ
て
ぢ
ぷ
、
朝
食
は
全

U
揃
っ
て
一
'
1
6
・
雛
'
″
で
祝
い

k
寸
。
・
。
ご
ま
め
・
数
の
f
を
・
食

べ
る
の
は
申
皀
か
『
ら
・
い
t
き
た

O

。

緋

八

八

呻

仏

七

門

松

に
も

供

え

ま

ず

。

り
食
は
、
ぺ
右
寸
ぷ
う
ミ
O

門
松
・
柿
仏
に
供
え
、
魚
肉
賎

芦
リ
、
澂
平
牛
蒡
了
目
飯
夲
}
食

べ

ま

す

。

佼
は
、
呻
仏
に
灯
明
ぷ
あ
げ
、

農
家
で
は
食
澎
ち
そ
こ
そ
こ
に

叨
荷
の
荷
う
・
く
り
。
二
囗
は
痊

明

け

前

か

ら

初

荷

の

巾

を

曳

い

て

出

荷

。

や

っ
黠

ヤ
ば

は

茴

巾

で

長

蛇

の

列

が
で

き

ま

す

。

商
客
で
は
家
中
で
n
‥
初
め
。

初
荷
夲
一
出
さ
な
い
ぶ
で
は
、
三

か
囗
の
凹
に
年
始
ま
わ
O
、
F

吭
い
・
t
紙
な
ど
に
の
し
紙
を

い
け
て
配
り
k
t
。

い
ま
で
も
肖
抃
y
J
囗
(
四

ソ
ぎ
の
a
家
で
は
卜
囗
ま
で

餅
を
食
べ
な
い
で
ご
F
の
緋
点

を
食
べ
る
と
い
っ
た
、
風
習
を

守
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

千

住

絵

馬

ご
参
加
く
だ
さ
い

各
種
教
室

ふ
れ
あ
い
教
室

作
詞
・
作
曲
入
門

讚
て
ち

。
曲
は
歌
ぷ
。つ
ミ
れ
1

大

歌
作
り
で
自
分
自
身
夲一
人
現

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
一
月
I
ト
叫
日～
三
月
二

卜
八
日
○
円
心
木
曜
日
(
令
卜

回
)
　
年
戉
六
時
三
ド
分～
八

時
三
卜
力

場
所
　
いり
年
面

講
師
　
人
内
進
氏
、
竏
陽
氏

対
象
　
区
内
仕
伴
・
在
勤
で
三
卜

巌
以
ド
の
E
口
年

費
用
　
二
F
円

定
員
　
二
卜
名
(
申
し
込
み
多
数

の
暘
(
‥
は
抽
選
)

申
込
方
法
　
講
小
気‥、
住
所
、
氏

叭
、
'年
齢
、
性
別
、
専

訛
叮
、

勤
務
咒
を
明
記
の
う
え
往
後
(

ガ
キ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
一
月
卜
二
川
(
肖
日

消
印
行
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
占
年
配
(
〒

熈
門
新
拜
一
-
网
I
一
L
　

八
九
〇
-
〇
〇
六
〇

手
芸
教
室

□
東
部
セ
ン
タ
ー

日
時
　
一
月
匚
六
日
(
水
)
午
後
一

時
～
円
時

対
象
　
K

内
在
性
・
杓
勤
め
攵
刎

内
容
　
抑
続
(
竹
馬
、
お
て
か
ビ

費
用
　
二
千
二
百
円
(
日
料
芦

定
員
　
三
卜
叭
(
瓦
石
顋
)

申
込
方
法
　
巾
接
余
か
は
電
ぶ

申
込
・
問
合
せ
先
　
東
部
セ
ン
ク

ー
　
六
冂
五
-
じ
∠
∩

□
花
畑
セ
ン
タ

ー

日
時
　
一
月
ニ
ト
ー
d
・
こ
卜
儿

囗
、
午
後
一
時
よ

門
時

対
象
　
K

内
在
性
・
作
勧
力
久
性

内
容
　
F
あ
み
ジ
ャ
ヶ
y
に

費
用
　
叫
干
叺
臼
円
(

材
料
費
)

定
員
　
三
卜
名
(
抽
選
)

申
込
方
法
　
哇
心
(
ガ
牛
に
怯
町
、

氏
名
、
屯
話
‘
m‥
Z
に

人
の
う

ぇ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
一
月
卜
囗
ぶ
I
囗
消

印
有
効
)

問
合
せ
先
　
花
畑
セ
ン
冫
1
(
〒

限
花
畑
四―
一
六
'―
三
　
　

八
紅
0
1
二
六
一
じ
)

参加 しよう

成人の集い

二
ド
歳
に
な
卜
に
守
バ
仁

防
り
は
一
人
い
祠
勁
人
レ
匸

ス
粫
I
・
い
門
出
・
い
り
一
『
y
。

成
人
爪
天
七
で
、
成
ぺ
に
な

り
れ
た
ん
応
細
y
匚
成
人
の
囗

い
t
い

'
聚
り
い
L
j

。

収
人
と
な
・
・
り
れ
た
む
に
は
、
年

回
状
で
ご
案
内
し
l
し
た
の
で
、

j
囗
雫
内
状
を
n
ち
の
う
え
、
お

い
て
。
バ
さ
い
。
ド
内
仕
旺
の
外

国
人
山
ぢ
も
ご
黎
夘
だ
さ
い
。

ぺ
侃

服
装
は
、
傴
服
で
お
願

い
し
よ
F

。

期
日
　
一
月
卜
八
川
(
火
)

対
象
　
昭
句
三
卜
九
年
四
月―
川～

昭
和
四
卜
年
四
月
一
目
に
生

L
わ
た
勾

記
念
講
演

▽
叫
昊
振
興
館
…
鈴
木
義
同
氏

心

声

ぶ
)

▽

え

隕

公

館
(
j

前
)

…
柚

本

当

否

氏
(

俳

人
)

▽

夊

化

余

館
(

午

後
)

…
柚

富
4

氏
(

日

本
T
V

解

説

喬
U

長
)

場

所

・

時

間

・

対

象

出

張
所

管

内

▽
産
梟
振
興
館
・
=
で
前
十
時
匸

卜
分
～
正
午
(
常
一…
'
、
第
气～

弔
气
弟
卜
二
、
第
二
卜
出
張

所

管

内

の

方
)

▽
文
化
公
館
・
・
・
午
前
卜
時
三
卜

分～
目
j
(
第
L
ヱ
ぶ
儿
、
第

卜
三～
第
卜
六
、
鹿
浜
出
張
所

管

内

の

万
)

▽
夊
化
余
館
・
:
勹
後
一
時
三
卜

分～
三
時
(
第
六
、
第
卜
、
第

一
一
、
第
卜
じ
友
弔
卜
儿
、
屯

啖
瀬

、

出

ぶ

、

花
畑

、

神
明

、
M

町

出

張
所

管

内

の

み
)

※
溥
趾
暘
と
も
駐
巾
煬
か
お
り
ま

ヤ
リ
リ
て
、
巾
で
の
ご
来
場
は
ご

辿
洲
く
た
さ
い
。

問
合

せ

先
　

又

化

係

友好自治体山ノ内町の新春風景( 干駄焼の道中祭)

友好自治体小出町の新春風景( かまくら)

伊
興
本
町
第
二

児
童
遊
園
の休園

哺
鮗
匚
泓
の
た
め
休
剛
し
ま
す
。

期
間
　
ミ
月
ド
印
ま
で

問
合
せ
先
　
公
Ⅲ
J

区
民
生
活
係
か
ら

お
知
ら
せ

野
哽
作
り
を
と
お
し
て
、

L
や
禄
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く

、
た
め
、
区
民
a
園
の
利
川

占
夲
4
t
t
る
予
定
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
「
あ
だ
れ

広
報
」
一
月
二
卜
凵
号
で
お

知

ら
せ

し

ま

す

。

募
集
予
定
区
民
農
園
　
▽
抻

明
南
　

▽
伊
興
　
▽
人
谷

川
　
▽
谷
中
　
▽
朿
綾
瀬

募
集
区
画
数
　
白
犬
り
紅
卜

K
画

募
集
期
間
　
一
月
二
卜
一
囗～
三

卜
一
囗

問
合
せ
先
　
K

民
十
沾
係

掲
示
板

□
足
立
職
業
訓
練
校
生
徒
募
集

科
目
　
昼
・
夜
間
部
・
・
ぶ
気
匚

澎
o
、
・
y
レ
ビ
技
術
气
木

八
、
経
理
心
‥
廠
経
、
ト
レ
ー
ス
科

な
と

応
募
資
格
　
ど
な
た
で
も
応
Q

て
べ
友
t
が
、
年
齢
制
限
や
高

校
や
袤
程
度
の
9
:力
を
必

な

了
る
科
川
も
あ
り
ま
寸

募
集
期
間
　
一
月
し
川
～
二
り

一
川

選
考
日
　
二
月
卜
二
目

募
集
人
員
　
各
科
三
卜
&

訓
練
期
間
　
四
月
三
川
か
ら
六

力
冂
、
L
か
は
一
年

問
合
せ
先
　
阯
齔
a
淤
訓
練
校
　

六
い
だ
I
六
一
四
六

ひ
ろ

ば

□

家

庭

婦

人

ス

ケ

ー
ト

教

室

日
時
　
▽
一
月
二
卜
二
・
二
卜

四
・
こ
卜
だ
川
　
▽
1
月
卜

八
・
卜
儿
・
二
卜
一
日
　
▽
三

心

八

・

じ

・

八
川

、
午

前

卜

時

し

削

午

二

日

制
)

場

所
　

松

戸

サ

ニ

ー

マ

ン
ト

費
用
　
l
F
L
百
円
(
各
川
)

講

師
　

川

本

ス

ケ

ー
ト

連

盟

指
4
n

申
込
・
問
合
せ
先
　
K
ス
ヶ
-

卜
連
盟
(
鍵
介
部
)
　
八
八
一

―
儿
い
六
五

新
入
学
児
童
・
生
徒
の

就
学
通
知
書
に
つ
い
て

四
月
か
ら
小
学
校
へ
人
学
さ

れ
る
お
F
さ
ん
(
昭
和
五
ト
こ

年
四
月
二
日
～
附
和
五
十
四
年

网
月
一
日
活
ピ
に
生
ま
れ
た

万
)
の
就
学
通
知
占
は
、一
川

中
匈
に
保
護
占
あ
て
発
送
し
圭
す

。中
T
校
に
ヘ
ケ
さ
れ
る
り
の

就
学
通
矧
n
‥
は
、一
月
ド
叫
に

n
学
小
ケ
校
か
ら
お
f
さ
ん
夲
・

滷
に
て
お
川
け
し
ま
す
。

ぺ
お
、
家
庭
澎
情
や
お
F
さ

ん
の
身
休
的
即
山
了
に
よ
り

、

桁
定
校
以
外
の
学
校
へ
人
学
さ

せ
た
い
七
お
り
え
の
暘
ぺ‥は

、

。川
中
に
就
学
通
知
n
‥と
印
か

ん
夲
。柚
剪
の
う
え
、9
:剌
保
ま

で
ご
川
謫
こ
だ
さ
い

。

□
足
立
区
立
以
外
の
小
学
校
を

卒
業
予
定
の
お
子
さ
ん
に
つ
い

て
四
川
か
ら
お
。t
、λ
を
咀
立

K
茫
中
学
校
へ
入
学
さ
せ
た
い

と
お
芍
え
の
跼
(
‥
は
、一
月
中

に
住
民
票
の
り
し
。通
(
家
族

令
U
記
祓
の
も
の
)
と
卒
業
ほ

込
ぶ
明
書
(
現
任
通
学
し
て
い

る
小
学
校
で
宛
行
)
を
持
参
の

う
弋

学
澎
係
で
F

続
き
を
し

て
こ
た
さ
い

。

問
合
せ
先
　
7

澎
係

ご
覧
く
だ
さ
い

環
境
保
全
ポ
ス
タ
ー
展

自
然
と
緑
の
写
真
展

第
卜
二
川
足
立
区
中
学
生
環
境

保
全
ポ
ス
タ
ー
J
レ
グ
ー
ル
の
人

貢
作
品
に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
展
と
、

第
八
回
自
認
ご
糾
の
写
真
コ
ン
グ
ー

ル
の
人
n
作
品
に
廴
る
ぢ
皀
屐
を

間
催
し
ま
す

。

ご
家
族
や
ご
近
所
の
八
を
お
誘

い
の
う
え
、
ご
覧
ミ
た
さ
い

。

期
間
　
一
リ
二
十
川
目
～
二
卜
八

I
場
所
　
内一
新
圷
K
尺
ポ
ー
ル

問
合
せ
先
　

環
境
似
(
h
J
調
怜
係

緑
化
の
部
区
長
賞
受
賞
作
品

大
西
克
枝
さ
ん
(
十
六
中
)

U・O　240, 000


